
安心して子育てができ、若者や女性が輝くまちづくり04

●アプリを活用した健康的な
　生活習慣推進事業
健康に資する取組に健康ポイ
ントを付与することで、無理
なく自然に健康になれる環境
を整備

●がん患者アピアランスサポート事業
がん治療に伴う外見の変化に悩む方に対し、ウィッグ・乳房
補整具（人工乳房等）購入費用を助成

●地域共生社会の推進（重層的支援体制整備事業） 
複雑・複合化した課題を抱えた世帯に対して、相談機関等が
互いに連動し、相談支援のほか、社会参加への支援や地域づ
くりに向けた支援を一体的に実施

●海ごみ地域対策推進事業
海ごみの発生や海洋への流出を防ぐため、啓発イベント
を実施

●下水道・河川等による浸水対策事業
・津島排水区の浸水対策事業
・浦安11号幹線（1工区・2工区）
　雨水管築造工事
・山崎排水機場建設工事
・雨水流出抑制施設設置、雨水貯留
　タンク設置、止水板設置の助成　など

●道路施設の長寿命化事業
道路施設の長寿命化、費用の低減・標準化を図るため、
適切な点検と評価に基づく修繕や補修を計画的に実施

●用水路等転落防止対策事業
危険箇所の安全対策を実施

●新庁舎整備事業
令和８年度中の供用開始に向けた新庁舎建設工事　など

●地域社会のDX
デジタル技術の活用で地域産業の生産性
向上につなげるほか、教育、健康福祉、防
災等の分野でも活用し安心で快適な生活
を実現

＜主な取組＞
・中小企業のデジタル化を推進
・デジタル技術を活用した観光誘客

●市民サービスの向上
市民の利便性向上につながる行政手続き
のオンライン化を推進するとともに窓口
での手続きも市民が書かない・待たない
窓口を目指す

＜主な取組＞
・新庁舎に向けたスマート窓口の推進
・公共施設のオンライン予約の拡大

●行政事務の効率化
全庁的なBPR(業務改革)を実施してAI・
RPAの導入を推進するほか、情報システム
の標準化、働き方改革等を推進

＜主な取組＞
・業務量調査に基づく業務改革の推進
・デジタル採点システムの導入による業務
　の効率化

●プラスチック資源の分別回収・リサイクル
・プラスチック資源の分別・排出ルール
  等の周知啓発
・プラスチック資源を回収、中間処理し、
  再商品化

●ZEH普及啓発事業
住宅のZEH(※)化の更なる普及拡大を図るための啓発活動
を実施

●学校給食の食品リサイクル事業
焼却処理している給食残渣のリサイクルを実施

●スマートエネルギー導入促進補助事業
市民・事業者に対し、省エネ設備等の設置を助成

●太陽光発電設備等共同購入事業
太陽光パネル等を共同で一括発注することによる価格低減
を促し、太陽光発電設備等の普及を拡大

●ごみ処理広域化処理施設整備・運営事業
玉野市、久米南町と連携し、可燃ごみ広域処理施設を建設

●GIGAスクール構想における
　ICT活用支援事業
デジタルAIドリルや授業支援ソフト
等を活用し、ICT支援員が授業を支援
 
●魅力ある授業づくり推進事業
・学力調査等の結果分析をもとに
　した授業改善や、児童生徒の学習改善
・小・中・義務教育学校への外国語指導助手の配置等による
　英語教育の推進　など

●問題行動等の防止及び解決に向けた総合支援事業
・質問紙を使った子どもの適応感の把握
・障害のある児童生徒への学習・移動支援による学校生活
　のサポート
・不登校の未然防止のため、別室登校等の児童生徒を支援

●学校特別教室空調設備整備事業
小中学校の普通教室の空調設備整備完了に引き続き、
令和７年夏前までの供用開始を目指した特別教室への
空調設備整備の実施

●部活動地域移行モデル事業
部活動へ社会人や大学生、
競技団体のメンバーを指導者
として派遣　など

●夜間中学設立事業
令和７年４月の開設に向けた
啓発活動、教室等の整備

●魅力ある教員の確保・働き方改革
・広報の充実と採用試験の見直しによる魅力ある教員の確保
・教員の業務の一部を軽減し、子どもと向き合う時間を確保

●SDGs未来都市・岡山ESDプロジェクト
「岡山市SDGs推進パートナーズ」制度を活用し、
　事業者のSDGsの取組を支援

●窓口多言語サービス対応支援事業
１５言語でビデオ通話が可能なタブレットを
外国人総合相談窓口等に配置　など

●外国人市民と地域がつながる災害対応
　スキルアップ事業
外国人市民と市職員、消防職員、消防団員等を交えた
災害対応スキルアップ研修の実施

●区のまちづくりの推進
区民との協働による地域課題解決への取り組みと各区の
地域資源や特色をいかした魅力の発信

●地域防災力強化事業
・自主防災組織を中心とした地域
　防災活動への支援
・備蓄倉庫の整備

●水道・下水道における施設・
　管路の耐震化・更新事業
水道管路、水道施設(浄水場等)、下水道施設(ポンプ場等)の耐
震化・更新

●救急隊増隊事業
・高規格救急自動車の購入
・番町分署の改修工事
・消防指令システムの改修

●難聴高齢者に対する補聴器購入費用助成
難聴高齢者の補聴器購入に対する費用の一部を助成

●フレイル対策事業
薬局や地域の集まりなど身近な場所でのフレイル健康チェック
(心身の虚弱度の判定)、専門職による助言・指導

●認知症伴走型支援事業
認知症の進行による状況の
変化に悩む人とその家族に
寄り添う伴走型の相談支援
拠点をモデル的に整備

●障害者就労支援事業
マッチングサイトを利用した就労継続支援事業所の仕事の受注
支援　など

●情報発信力強化事業
・動画を中心とした情報発信プロジェクト
「わかるかわる岡山市」の実施
・ニーズに沿った市公式LINEの配信機能強化

●外部専門人材活用事業
市が強化すべき重点分野において、企業等の最前線で活躍する
高い専門性を持った人材の柔軟なアイデアや発想を活用

住み慣れた地域で安心して暮らせる健康・福祉のまちづくり07

理解を深め合い、ともに築く市民主体のまちづくり06

歴史と文化が薫り、誇りと一体感の持てるまちづくり03

岡山市では、市政の羅針盤となる岡山市第六次総合計画を策定し、「未来へ躍動する　桃太郎のまち岡山」を都市
づくりの基本目標に掲げるとともに、その実現に向けた「３つの将来都市像」と「都市づくりの10の基本方向」を
定めており、これに基づいて各種取組を推進しています。

未来へ躍動する 桃太郎のまち岡山都市
づくりの
基本目標

★　将来都市像Ⅰ 【都市づくりの基本方向】
１　地域経済の活性化による、魅力と活力あふれるまちづくり
２　コンパクトでネットワーク化された快適で多様なまちづくり
３　歴史と文化が薫り、誇りと一体感の持てるまちづくり

【都市づくりの基本方向】
４　安心して子育てができ、若者や女性が輝くまちづくり
５　つながる教育で未来を拓く人材を育むまちづくり
６　理解を深め合い、ともに築く市民主体のまちづくり

【都市づくりの基本方向】
７　住み慣れた地域で安心して暮らせる健康・福祉のまちづくり
８　地域の力をいかした災害に強く安全・安心なまちづくり
９　豊かな自然と調和した市民の手による持続可能なまちづくり

【都市づくりの基本方向】
10　圏域をリードし、都市の持続的発展を支える都市経営

中四国をリードし、活力と創造性
あふれる「経済・交流都市」

★　将来都市像Ⅱ

誰もがあこがれる充実の
　　　　　　「子育て・教育都市」

★　将来都市像Ⅲ

全国に誇る、傑出した安心を築く
「健康福祉・環境都市」

都 市 経 営

地域経済の活性化による、魅力と活力あふれるまちづくり01

コンパクトでネットワーク化された快適で多様なまちづくり02 つながる教育で未来を拓く人材を育むまちづくり05 地域の力をいかした災害に強く安全・安心なまちづくり08

豊かな自然と調和した市民の手による持続可能なまちづくり09

圏域をリードし、都市の持続的発展を支える都市経営10

地球温暖化対策

デジタル・トランスフォーメーション（DX）の推進

●放課後児童健全育成事業
・市立の放課後児童クラブの運営
・地域等が主体で実施する児童
　クラブへの助成
・児童クラブ支援員等の確保
・民間事業者の支援による受け皿
　の確保

●子ども医療費助成事業
・乳幼児、小学生の通院及び入院医療費を全額助成
・中学生、高校生の通院医療費を一部助成(自己負担1割)
・中学生、高校生の入院医療費を全額助成

●子育て環境の施設整備推進事業
・市立認定こども園整備（７園）
・市立施設の民営化に伴う施設整備（３園）

●保育士確保対策
保育士の処遇改善に向けた市独自の助成　など

●困難を抱える子どもとその家庭への支援
生活困窮世帯の子どもへの学習
支援、相談窓口の設置や親子応援
メールの配信等による子どもの
居場所づくりの促進、奨学金・
就学援助費等の支給、養育費履行
確保の支援　など

●児童虐待防止の推進
SNS活用による相談、休日夜間における虐待通告等の電話相
談受付、家事援助等の支援、地域のNPO法人等との連携に
よる見守り体制の強化　など

●女性が輝くまちづくり事業
シンポジウムやセミナーの開催、困難を抱える女性へのSNS
等での相談や居場所づくり等の支援、認証企業制度の普及啓
発　など
●学生イノベーションチャレンジ
　推進プロジェクト
大学生等によるスモールビジ
ネスやソーシャルビジネスの
取組に対する活動経費の助成
や相談支援

●岡山駅前広場への路面電車乗り入れ整備事業
駅前広場整備及び交差点改良に係る整備工事　など

●路面電車のネットワーク化
路面電車の延伸環状化に係る事業計画作成へ向けた検討

●活力ある農業の振興
新規就農者や意欲のある農業
者への支援やスマート農業の
推進、農産物のブランド化へ
の取組を支援

●有害鳥獣による農作物被害等への対策
　（イノシシ等）
捕獲活動の支援や被害防止対策への助成　など

●インバウンド誘客促進事業
個人旅行者に対するアプローチや、2025年大阪・関西万博
を意識したプロモーション　など

●移住定住促進事業
・ニーズに沿ったきめ細やかな
　情報発信
・おかやまぐらし相談センター
　の運営
・東京圏からの移住費補助　など

●企業の新規事業創出強化パッケージ
企業の新たな価値を創出する取組（新規事業創出）を支援

●中小企業事業成長力強化支援事業
中小企業の生産性向上・競争力強化に資する設備投資の促
進や中小企業の円滑な事業承継を支援

●企業立地推進事業
製造工場、物流施設、本社・中四国支店、IT・デジタルコン
テンツ産業等の誘致や、市内既存工場の再投資・拠点強化を
促進

●スタートアップ支援事業
スタートアップの創出・成長を促進する支援拠点「ももたろ
う・スタートアップカフェ(ももスタ)」の機能強化

●歩いて楽しいまちなかの
　回遊性向上と賑わいづくり
まちなかの回遊性向上や賑わい
づくりに向けた公共空間の活用、
旭川を中心とした賑わいの拠点
づくり

●商店街等の魅力向上・活性化支援事業
商店街等の賑わいづくりや老朽化した施設整備等へ助成、
未活用店舗対策や新たな担い手の創出・育成を支援など

※ZEH：Net Zero Energy Houseの略語で「エネルギー収支をゼロ以下にする家」
（北区）「トキメキタクあしもりフェスタ」

（南区）「DIG in MINAMI-KU」

（中区）健康チェック

（東区）子ども向けプレーパーク

岡山市の健康ポイント事業
「OKAYAMAハレ活プロジェクト」

●道路ネットワークの充実・強化
環状道路(中環状線及び外環状線)
の整備、美作岡山道路の山陽自動
車道への接続に向けた整備、吉備
スマートインターチェンジの24
時間化・大型車対応に向けた機能
強化

●快適な住環境整備
・市営住宅の子育て世帯への入居要件緩和
・空き家の実態調査を実施するとともに、空き家の除去・
　リフォーム・家財等処分を助成　など

●路線バスの維持・拡充
・公共交通高齢者・障害者運賃割引事業の実施
・路線再編に伴う乗り継ぎ拠点の整備や小型車両の調達
・ICカードシステムリニューアル支援　など

●新たな生活交通の確保事業
市内９地区でデマンド型乗合タクシーを導入

●地域の未来づくり推進事業
新たな特産品の開発や農産物の加工販売など、
地域課題に取り組むコミュニティビジネスの
創出を支援

古民家と地元産品を活用
したパン工房（西大寺）

（都）下中野平井線（旭川橋梁部）

●歴史遺産等を活用した
　観光誘客事業
造山古墳などの保存整備を行う
とともに、「新たな倭国論（古
墳時代における吉備とヤマトの
二頭政治）」として歴史遺産等
の魅力を発信

●文学によるまちづくり
　推進事業
ユネスコ創造都市ネットワーク（文学分野）への加盟をいか
した交流の促進や国内外への情報発信　など

造山古墳

＜整備事例＞
浦安小学校児童クラブ

雨水管築造工事
地域での防災訓練

●「歴史を伝える城、集う城」
    岡山城活用事業
岡山城一帯でイベント等の開催や
戦国宇喜多家の顕彰事業（大河ド
ラマ誘致など）、城郭施設の復元
整備

●岡山城西の丸周辺広場整備推進事業
岡山城西の丸周辺（旧内山下小学校跡地、岡山市民会館、旧
NHK岡山放送会館跡地）の測量や隣接する石山公園の再整
備計画の検討

■ 一般会計は、過去最高となる 3,856億円
■ 一般会計、特別会計、事業会計を合わせた総額は 6,603億円

■あらゆる事態における迅速かつ機動的な対応への備え
として、基金残高は、前年度と同額程度を維持。
■一般会計全体の市債残高のうち、通常債の残高は増加。
後年度に国から財源措置のある有利な市債の活用に
努め、将来の返済が財政を圧迫しないよう管理。

財政状況

令和６年度予算　「～つなぐ、はぐくむ、躍動するまち岡山～」

〇令和６年度当初予算（一般会計）の内訳　 総額　385,575百万円

〇当初予算の規模
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経常収支比率 将来負担比率 実質公債費比率

当初予算編成時点の基金残高 市債残高（一般会計）
■財政調整基金　■市債調整基金　■公共施設等整備基金 ■通常債　■臨時財政対策債等

一般会計：市の基本的な事業に使う会計。歳出では、民生費、土木費、教育費など目的別に13費目
特別会計：特定の事業ごとに経理する国民健康保険費、介護保険費などの11会計
事業会計：病院事業、水道事業、工業用水道事業、市場事業、下水道事業の５会計

一般会計
特別会計
事業会計
合 計

区 分 対前年度比

6.4%

△0.6%

△0.2%

3.4%

増減額

233

△12

△1

220

令和５年度
当初予算
3,623

1,992

768

6,383

令和６年度
当初予算
3,856

1,980

767

6,603

　令和６年度当初予算は、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進むなか、社会保障関係経費の増加や、長引く物価高騰に
加え、公共施設等の老朽化対策や防災減災対策に万全を期しつつ、
　○街を楽しむ　　○地域の振興及び歴史遺産等を活用した観光　　○子育て・教育の充実　　等の各分野、
　さらにはDX・GXの推進などの重要施策に取り組むとともに、今後の物価高騰対策等にも臨機応変に対応できるよう、経常
的経費の予算額の見直しや有利な財源、備えてきた基金の活用等により、将来負担の軽減を含めた一般財源を確保すること
で、過去最高額となった令和６年度の当初予算においても健全な財政運営を維持しつつ編成しています。

岡山市の財政岡山市の財政

（単位：億円）

〇財源調整のための基金、市債残高

財政指標（令和4年度決算）

経常収支比率　：財政構造の弾力性を示す指標。比率が低いほど弾力性が大きいことを示します。
将来負担比率　：収入に対する負債現在高の割合。比率が低いほど将来の負担が少ないことを示します。
             　      「－」は、充当可能財源等（基金等）が、将来負担額（地方債現在高等）を上回ることを示します。
実質公債費比率：収入に対する負債の返済割合。比率が低いほど財政を圧迫しないことを示します。

①将来負担比率
②実質公債費比率
③経常収支比率

-   
5.3
89.3

（政令市１位）
（政令市６位）
（政令市１位）

159 161

16 16

1,754

1,721

3,475

1,605

1,985

1,674

1,984

1,926

1,626

3,5523,590 3,658

119 119

294 296

149

15

129

159

15

119

293 293

89.889.8

6.36.3

9.39.3

90.290.2

5.65.6

－－

90.690.6

5.45.4

85.585.5 89.389.3

5.15.1 5.35.3

－－ －－－－

将来世代に負担を先送りしないよう、中長期的な展望に立ち、財政運営の健全性を確保した上で、岡山市
の持続的な発展と市民生活の充実に資する取組を各分野で着実かつ積極的に進めます。

臨時財政対策債等：返済のための財源が全額国から手当されるもの

市債
46,608
12.1％

地方交付税
46,300
12.0％

市債のうち
臨時財政対策債

5,000
1.3％

歳入

市税
132,322
34.3％

地方譲与税・交付金
37,463
9.7％

国・県支出金
96,096
24.9％

その他
26,786
7.0％

（単位：百万円） （単位：百万円）

歳出
民生費
152,408
39.5%総務費

41,893
10.8%

公債費
33,903
8.8%

衛生費
28,971
7.5%

消防費
9,968
2.6%

農林水産業費
6,894
1.8%

商工費
2,978
0.8% その他

1,644
0.5%

教育費
59,323
15.4%

土木費
47,593
12.3%

人件費
82,272
21.3%

義務的経費
216,675
56.2%

義務的経費
216,675
56.2%投資的経費

64,222
16.7%

投資的経費
64,222
16.7%

その他の経費
104,678
27.1%

その他の経費
104,678
27.1%

扶助費
100,584
26.1%公債費

33,819
8.8%

普通建設事業費
64,222
16.7%

物件費
49,285
12.8%

補助費等
18,819
4.9%

繰出金
27,896
7.2%

その他
8,678
2.2%

性質別
歳出

（単位：百万円）

近畿と九州を結ぶ東西軸と、山陰と四国を結ぶ南北軸の結節点に位置し、鉄道・道路・空路などの交通網が集中する中枢拠点都市です。

【鉄　　道】ＪＲ岡山駅には、新幹線を含む８路線が乗り入れています。
【高速道路】山陽自動車道・中国横断自動車道（岡山米子線）・瀬戸中央自動車道
【空　　港】岡山桃太郎空港には、国内線３路線、国際線４路線の計７路線が就航しています。

充 実 し た 交 通 網充 実 し た 交 通 網

香港
台北

福岡

岡山桃太郎空港

　岡山市は旭川と吉井川が瀬戸内海に注ぐ岡山平野に位置し、南部は地味豊かな沃野、北部は
吉備高原につながる山並みがひろがります。
　温暖な瀬戸内海特有の風土により、春秋は快晴の日が多く、冬は厳しい季節風を中国山地が
さえぎって積雪をみることはまれです。
　降水量１ｍｍ未満の年間日数が県庁所在地で第１位となっており、「晴れの国おかやま」と
呼ばれる理由となっています。
　また、震度４以上の地震が全国で３番目に少ない (※) など、非常に恵まれた自然環境といえます。
　　※1923 年から 2022 年の間に観測された都道府県別の震度４以上の地震回数（気象庁ホームページの「震度データベース検索」による）

恵 ま れ た 自 然 環 境恵 ま れ た 自 然 環 境
晴れの国おかやま晴れの国おかやま

質の高い都市機能の集積質の高い都市機能の集積

岡 山 市 の プ ロ フ ィ ー ル岡 山 市 の プ ロフィール
岡 山 市 の 歩 み岡 山 市 の 歩 み

●岡山城天守閣竣工
●後楽園築庭
●廃藩置県による岡山県庁の設置
●郡区町村編成法による岡山城下町の区制施行（岡山区）
●市制施行（面積5.77k㎡、人口47,564人<年度末現在>）
●山陽鉄道（現JR山陽本線）三石～岡山間開通
●岡山大空襲
●米国・サンノゼ市と友好交流締結
●第17回岡山国体
●岡山城天守閣再建
●市役所本庁舎完成
●コスタリカ・サンホセ市と友好交流締結
●西大寺市と合併
●一宮町・津高町・高松町・吉備町・妹尾町・福田村・
　上道町・足守町・興除村と合併
●山陽新幹線新大阪～岡山間開通
●ブルガリア・プロヴディフ市と友好交流締結
●山陽新幹線岡山～博多間開通　●藤田村と合併
●西川緑道公園完成
●岡山市立オリエント美術館開館
●中国・洛陽市と友好交流締結
●平和都市宣言
●岡山空港開港　●瀬戸大橋開通
●市制100周年（面積513.26k㎡、
　総人口590,207人<12月末現在>）
●岡山シンフォニーホール開館
●岡山ふれあいセンター開館　
●山陽自動車道県内全線開通
●保健所政令市に移行
●中核市に移行
●中国横断自動車道岡山米子間開通
●ママカリフォーラム岡山開館
●韓国・富川市と友好交流締結
●岡山ドーム開館
●台湾・新竹市と友好交流締結
●御津町・灘崎町と合併（面積658.57k㎡、
　総人口664,889人<3月末現在>）
●岡山市デジタルミュージアム開館
●米国・ウマティラインディアン居留区部族連合と
　友好交流締結
●第60回岡山国体、第5回全国障害者スポーツ大会
●建部町・瀬戸町と合併（面積789.91k㎡、
　総人口692,530人<3月末現在>）
●第26回全国都市緑化おかやまフェア開催
●政令指定都市移行
●米国・グアム準州と友好交流締結
●第25回国民文化祭・おかやま2010
●ESDに関するユネスコ世界会議開催
●第1回おかやまマラソン
●岡山連携中枢都市圏の形成（岡山市位置図参照）

1597
1700
1871
1878
1889
1891
1945
1957
1962
1966
1968
1969

1971

1972

1975
1976
1979
1981
1985
1988
1989

1991
1993

1994
1996
1997
2001
2002
2003

2005

2007

2009

2010

2014
2015
2017

慶長 2 年
元禄13年
明治 4年
11年
22年
24年

昭和20年
32年
37年
41年
43年
44年

46年

47年

50年
51年
54年
56年
60年
63年

平成元年
　　　　

3年
5年

　　　　
6年
8年
9年
13年
14年
15年

17年

19年

21年

22年

26年
27年
29年

●日本遺産認定
　認定ストーリー
　「『桃太郎伝説』の生まれたまち おかやま
　　～古代吉備の遺産が誘う鬼退治の物語～」
●「SDGs未来都市」、「中枢中核都市」に選定
●平成30年7月豪雨災害
●G20岡山保健大臣会合開催
●岡山市造山古墳ビジターセンター開館
●岡山芸術創造劇場ハレノワ開館
●ユネスコ創造都市ネットワーク（文学分野）
　加盟認定

2018

2019
2020
2023

30年

令和元年
 2 年
5 年

各区の概況

○人　口：715,740 人（令和5年10月1日現在）
○面　積：789.95㎢（令和5年10月1日時点）

岡山市の人口・面積岡山市の人口・面積

歴史・伝統・文化歴史・伝統・文化

人　口 （人） 
面　積 （㎢）
人口密度 （人／㎢）

区 分 北区 中区 東区 南区
164,094

127.48

1,287.2

90,580

160.53

564.3

147,940

51.24

2,887.2

313,126

450.70

694.8

人口：「岡山県毎月流動人口調査」（令和5年10月1日現在）より
面積：国土交通省「令和5年全国都道府県市区町村別面積調」より

　岡山市は古代に吉備国と呼ばれた地域の重要な一角を占めており、古
代吉備勢力の繁栄を伝える遺跡群のほか、戦国大名宇喜多直家・秀家親
子が拓いた城下町をはじめ、個性ある歴史・文化資産が数多く存在して
います。平成30年には、「『桃太郎伝説』の生まれたまち おかやま～古代
吉備の遺産が誘う鬼退治の物語～」が日本遺産認定されました。

吉備津神社 千足古墳

西大寺会陽 うらじゃ

○医療・福祉
[病床数]　人口10万人当たり1520.6床
厚生労働省「令和４年 医療施設調査」より

[医師数]　人口10万人当たり449.7人
厚生労働省「令和２年 医師・歯科医師・薬剤師統計」より

[保育所等定員数]　人口10万人あたり2586.6人
保育所等とは、保育所、幼保連携型認定こども園、保育所型認定こども園を指す
厚生労働省「令和４年 社会福祉施設等調査」より

４位
2位
3位

○住環境
[都市公園面積]　人口１人当たり16.7㎡
大都市統計協議会「令和３年 大都市比較統計年表」より

[家賃（民営借家）の安さ]　3.3㎡当たり3,936円／月
総務省「2022年 小売物価統計調査（動向編）」より

[物価水準の低さ]　消費者物価地域差指数（総合）97.9
総務省「2022年 小売物価統計調査（構造編）」より

[通勤時間の短さ]　片道25.3分（中位数）
総務省「平成30年 住宅・土地統計調査」より

[百貨店・総合スーパー数]　人口10万人当たり6.49施設
経済産業省「2022年 商業動態統計参考表」より

2 位

2位
5位
3位

6位 ○教育・文化
[大学・短大学生数]　人口10万人当たり4397.3人
文部科学省「令和５年度 学校基本調査」より

[文化施設数]　人口10万人当たり3.04施設
大都市統計協議会「令和３年 大都市比較統計年表」より

[図書冊数]　人口1人当たり4.7冊
大都市統計協議会「令和３年 大都市比較統計年表」より

[国指定史跡数]　18か所
大都市統計協議会「令和３年 大都市比較統計年表」より

5 位

医療、福祉、教育などの分野で高度な都市機能が集積しており、
住みやすい生活環境が整っています。
医療、福祉、教育などの分野で高度な都市機能が集積しており、
住みやすい生活環境が整っています。

【政令指定都市（20市）間での比較】【政令指定都市（20市）間での比較】

3 位
1位
2位

降水量1mm未満の年間日数（平年値）（統計期間1991～2020年）

（日）

275

280

270

265

260

255
大阪

（9位）
岡山

（１位）
東京

（15位）

266.8

276.7

262.5

気象庁資料より
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